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野
田
市
の
将
来
の
た
め
に
は
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
投
資
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
学
習
環
境
向

上
の
た
め
、
今
年
の
夏
場
か
ら
の
使

用
開
始
に
向
け
た
エ
ア
コ
ン
設
置
な

ど
を
前
倒
し
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
変
化
の

激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る

た
め
に
は
、「
確
か
な
学
力
」
と
「
豊

か
な
心
」、「
健
康
・
体
力
」
を
育
む
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マイナンバーカード紛失について
深くお詫びいたします
　このたび、市で保管している、交付前のマイナ
ンバ－カード2枚を、市民課執務室内で紛失した
ことがわかりました。
　1月18日、24日にマイナンバーカードを受け
取りに来庁した申請者２人分のカ－ドを発行し
ようとしたところ、見当たらず、交付状況を確認
したところ、誤って別人に交付した事実がないた
め、交付前の事務処理中に誤廃棄したものと考え
られます。
　申請者２人には謝罪し、番号変更の手続きを進
めていただきました。市では、再発防止に向け、マ
イナンバーカード発行事務において、複数職員に
よる二重チェックを徹底し、発生するごみは通常
ごみと分けて処分する事務見直しを行いました。
　市民の皆様の信頼を著しく損ねてしまったこ
とを心よりお詫び申し上げます。

野田市長　鈴木　有　

将将
来来
をを
担担
うう
子
ど
も
た

子
ど
も
た
ちち
のの

　

「
生
き
る
力

　
　
 「
生
き
る
力
」」をを
育
む
た
め

育
む
た
め
にに

学
校
教
育
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
教
員
が
子
ど
も

た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
さ
ら
に
増

や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
県
の
教
職
員
の
増
員
が
見
込
め
な

い
中
、
小
学
校
の
先
生
方
の
事
務
作

業
を
軽
減
し
、
少
し
で
も
児
童
と
向

き
合
う
時
間
を
増
や
し
て
い
け
る
よ

う
、
全
小
学
校
　
校
に
学
級
事
務
支

20

援
員
を
１
人
ず
つ
配
置
す
る
こ
と
を

3
月
議
会
に
提
案
す
る
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
市
政
に
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、

「
審
議
会
等
へ
の
公
募
委
員
の
導
入

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

国
民
健
康
保
険
制
度
の
問
題
に
関
す

る
施
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
推

進
と
取
り
組
み
を
審
議
す
る
野
田
市

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

　
公
募
委
員
は
、
野
田
市
男
女
共
同

参
画
計
画
に
お
い
て
女
性
委
員
の
割

合
を
　
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
こ
と
を

50

目
指
す
こ
と
か
ら
、
女
性
２
人
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
案
内
の
内
容
を
確

認
の
上
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
場
所
】
国
保
年
金
課
、
関
宿

支
所
、
北
・
中
央
・
南
の
各
出
張
所

※
募
集
案
内
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
可
能

【
募
集
期
間
】
２
月
　
日
火
ま
で

28

【
応
募
資
格
】
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方
＝
①
２
月
　
日
現
在
、
満
　
歳

28

20

以
上
で
選
挙
権
を
有
し
、
市
内
に
１

年
以
上
居
住
し
て
い
る
。
②
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
納
期
限
の

到
来
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
を

完
納
し
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
。
③

公
募
に
よ
り
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
就
い
て
い
な
い
。
④
市
の
議
員

で
な
い
、⑤
市
の
常
勤
職
員
で
な
い
。

⑥
平
日
夜
間
の
会
議
に
参
加
で
き
る

【
応
募
方
法
】
申
込
書
に
「
医
療
費

を
節
約
す
る
た
め
に
あ
な
た
が
行
っ

て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
小

論
文
（
　
字
以
内
）
を
添
え
て
、
２
月

800

　
日
火
ま
で
に
、
〒
　
 
８
５
５
０

28
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野
田
市
役
所
国
保
年
金
課
に
、
郵
送

（
最
終
日
の
消
印
有
効
）
か
直
接
持

参
（
土
・
日
除
く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
応
募
可
能

　
な
お
、
受
付
後
に
面
接
を
行
い
、

結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課
　

－

国
民
健
康
保
険
運
　
営

協
議
会
 
の

　　　　　　　　　女
性
委
員
を
公
募

　
市
で
は
、
市
民
税
・
県
民
税
の
お

知
ら
せ
に
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済

対
策
分
）
の
申
請
書
を
同
封
し
て
、

３
月
２
日
に
支
給
対
象
者
と
思
わ
れ

る
方
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

【
対
象
者
】平
成
　
年
１
月
１
日
時

28

点
で
、野
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、今

年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
で
、市
民
税

の
課
税
者
の
扶
養
親
族
等
で
な
い
方

※
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外

【
支
給
額
】１
人
に
つ
き
１
万
５
千
円

【
受
付
期
間
】３
月
３
日
金
～
９
月

４
日
月
（
郵
送
の
場
合
は
最
終
日
の

消
印
有
効
）

※
期
間
内
に
申
請
し
な
い
と
、辞
退
し
た

も
の
と
み
な
し
ま
す
の
で
、対
象
者
の
方

は
、必
ず
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
申
請
方
法
】申
請
書
に
必
要
事
項
を

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）の

　
申
請
受
付
は
３
月
３
日
か
ら
開
始

※
振
込
先
口
座
確
認
書
類

通
帳（
金
融
機
関
と
支
店
の
名
称
、口
座

の
番
号
、種
別
、名
義
人（
フ
リ
ガ
ナ
）が

わ
か
る
も
の
）、ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
の
写
し

支
給
は
４
月
下
旬
か
ら

　
給
付
金
は
、
4
月
下
旬
以
降
に
申

請
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
申

請
後
、
振
り
込
み
ま
で
、
2
か
月
程

度
か
か
り
ま
す
。

　
口
座
を
開
設
し
て
い
な
い
方
な
ど

に
は
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
現

記
入
し
、申
請
者
全
員
の
本
人
確
認
書

類
と
振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る
書

類
を
同
封
し
て
、返
信
用
封
筒（
切
手

不
要
）で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
確
認
書
類
を
省
略
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、申
請
書

に
同
封
の
記
入
例
な
ど
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類
の
例

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
、住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
、旅

券
、保
険
証
の
写
し
。（
外
国
人
は
、在
留

カ
ー
ド
、特
別
永
住
者
証
明
書
の
写
し
）

申請受付・相談窓口
○申請受付・相談窓口
【日時】３月３日金～９月４日月
　平日の８時３０分～１７時１５分
　（３月４日土、５日日、１１日土、１２日日は開設）
【場所】市役所８階
○出張受付・相談窓口
（いずれも９時３０分から１６時３０分まで）

開設場所開設日
関宿コミュニティ会館第３集会室
（いちいのホール４階）４月２５日火

南コミュニティ会館第２集会室４月２６日水

北コミュニティ会館第２集会室４月２７日木

○電話での問合せ
【専用番号】０５７０‐００１‐４４０（３月１日木以降）
　※個人情報に関する問合せには対応できません
【日時】平日の８時３０分～１７時１５分
　（３月４日土、５日日、１１日土、１２日日は開設）

　
国
は
、消
費
税
率
の
引
上
げ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め「
臨
時

福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）」の
支
給
を
決
定
し
ま
し
た
。給
付

金
を
受
け
取
る
に
は
、申
請
が
必
要
で
す
の
で
、支
給
の
対
象
と

な
る
か
を
必
ず
ご
自
身
で
確
認
し
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

金
で
給
付
し
ま
す
。

詐
欺
に
は
ご
注
意
を

　
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、給
付
金

支
給
の
た
め
に
手
数
料
を
求
め
た
り
、

Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。自
宅
や
職
場
に
市
役
所
や
厚
生

労
働
省
を
か
た
る
不
審
な
電
話
や
郵

便
が
届
い
た
ら
、市
役
所
や
最
寄
り
の

警
察
署
、警
察
相
談
専
用
電
話（
♯
９

１
１
０
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課



距

　
市
で
は
、市
の
基
本
的
な
方
向
性
を

示
す
計
画
や
条
例
を
策
定
す
る
際
に
、

事
前
に
案
を
公
表
し
、市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
「
野
田

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
素

案
）」
は
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
に

伴
い
、
大
規
模
改
修
、
更
新
、
統
廃

合
な
ど
の
基
本
的
な
管
理
方
針
を
定

め
る
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
素
案
に
対
し
て
、
３

月
　
日
木
ま
で
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

16
集
し
て
い
ま
す
。

　
素
案
は
、担
当
課
窓
口
、市
役
所
・

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
、各
公
民
館
、各
図
書
館
、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
興
風
・
南
・
北
・
せ
き
や
ど
図
書
館

は
、
蔵
書
点
検
と
シ
ス
テ
ム
点
検
の
た

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

　　　　　　　　　　皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
や

　
　
　
図
書
館
で
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

　
市
で
は
、「
行
政
改
革
大
綱
」と
、同

大
綱
の
具
体
的
な
実
施
計
画
と
し
て

策
定
し
た
「
行
政
改
革
大
綱
実
施
計

画
」
の
方
針
（
公
有
財
産
の
有
効
活

用
）
に
基
づ
き
、
２
月
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
の
導
入
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
下
段
の
ス
ペ
ー
ス
を
、
民
間
事
業

者
の
広
告
手
段
と
し
て
有
効
活
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
広
告

収
入
が
、
市
の
新
た
な
財
源
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
バ
ナ
ー
広
告
の
募
集
は
、
広
告
代

理
店
が
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
申
込

み
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
共
性
や
中
立
性
の
観
点

か
ら
設
置
で
き
な
い
内
容
も
あ
り
、設

置
は
市
の
審
査
の
上
、決
定
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

め
、
２
月
　
日
月
か
ら
　
日
土
ま
で
臨

13

18

時
休
館
し
ま
す

◆
意
見
の
提
出
方
法
と
提
出
先
　
意

見
は
、所
定
の
用
紙
か
任
意
の
書
式
を

担
当
課
の
窓
口
に
直
接
持
参（
上
・
醤
を

除
く
）す
る
か
、閲
覧
場
所
の
意
見
投

函
箱
に
投
函（
閉
館
日
を
除
く
）、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
す
る
ほ
か
、フ

ァ
ク
ス（
思
７
１
２
２
 
１
５
５

８
）、郵
送（
最
終
日
の
消
印
有
効
）の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
、案
件
名
と
素
案

に
対
す
る
意
見
、
住
所
・
氏
名
か
、

法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
、所
在

地
・
団
体
名
・
代
表
者
氏
名
を
明
記
し
、

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
へ
送

278
っ
て
く
だ
さ
い
。寄
せ
ら
れ
た
意
見
の

概
要
や
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

な
ど
は
、
個
人
情
報
を
除
き
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
営
繕
課

－

－

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
　
　

　
市
で
は
、
市
内
４
図
書
館
の
雑
誌

ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
事

業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
と
は
、
図

書
館
に
置
い
て
い
る
雑
誌
の
購
入
代

金
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

雑
誌
の
最
新
号
の
カ
バ
ー
の
表
面
に

会
社
名
を
、
裏
面
に
は
広
告
を
表
示

し
て
閲
覧
者
に
宣
伝
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
、
平
成
　
年
　
月
に
導

24

10

入
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
３
事
業
者
か
ら
応
募
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

分
野
を
選
ん
で
宣
伝
が
可
能

　
図
書
館
で
購
入
し
て
い
る
雑
誌
は

幅
広
い
分
野
に
渡
っ
て
約
　
誌
あ
る

500

こ
と
か
ら
、
分
野
を
選
ん
で
広
告
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
応
募
は
年
間
を
通
じ
て
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
事

業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
各

図
書
館
で
配
布
の
募
集
要
項
を
ご
覧

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
興
風
図
書
館

☎
７
１
２
３
 
７
６
１
１

－

　市
内
　
校
の
小
学
校
で

20

　　　学
級
事
務
支
援
員
を
募
集

　
小
学
校
で
、
教
員
の
事
務
仕
事

を
補
助
す
る
学
級
事
務
支
援
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
内
容
は
、教
材
作
り
の
補
助

や
提
出
物
の
確
認
業
務
、
集
金
作

業
補
助
な
ど
で
す
。

　
週
５
日
で
、
１
日
２
～
6
時
間

の
勤
務
で
、
市
内
全
小
学
校
に
各

1
人
ず
つ
採
用
し
ま
す
。

　
任
用
期
間
は
1
年
間
で
、
教
員

免
許
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
２
月
　
日
金
ま
で
に
所
定
の
履

24

歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
と
課
題
作

文
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

　
市
政
運
営
に
お
い
て
、
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
公

有
財
産
の
有
効
活
用
の
一
環
と
し
て
、
２
月
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
最
下
段
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
、
バ
ナ
ー
広
告
を
導
入

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
４
図
書
館
の
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な

っ
て
い
た
だ
く
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

バナー広告枠

中段省略

■市ホームページのトップ



鋸

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

３
月
　
日
日
は

26

　
千
葉
県
知
事
選
挙挙
のの
投
票
日

投
票
日

　
任
期
満
了
に
伴
う
「
千
葉
県
知
事

選
挙
」
が
３
月
　
日
日
に
投
票
が
行

26

わ
れ
ま
す
。
棄
権
せ
ず
、
必
ず
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
で
き
る
方

　
次
の
①
～
③
を
全
て
満
た
し
、
野

田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
＝
①
平
成
　
年
３
月
　
日
ま

11

27

で
に
生
ま
れ
た
方
、
②
　
年
　
月
８

28

12

日
ま
で
に
野
田
市
に
住
民
登
録
し
、

投
票
日
当
日
も
野
田
市
に
住
所
が
あ

る
方
、
③
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る

選
挙
権
と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け

て
い
な
い
方
。

　
な
お
、　
年
　
月
９
日
以
降
に
千

28

12

葉
県
内
の
市
町
村
か
ら
野
田
市
内
に

転
入
届
出
さ
れ
た
方
は
前
住
所
地
で

投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
、
市
民
課
で
発
行
す

る「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
」が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
市
内
で
住
所
を
変
え
た
方

　
２
月
　
日
火
ま
で
に
市
内
で
住
所

21

変
更
の
手
続
き
を
し
た
方
は
、
新
し

い
住
所
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

に
な
り
２
月
　
日
水
以
降
に
変
更
の

22

手
続
き
を
し
た
方
は
、
旧
住
所
地
の

《
投
票
時
間
》７
時
～
　
時
20

《
開
　
　
票
》　
時
　
分
か
ら
総
合
公
園
体
育

合
公
園
体
育
館館

21

10

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所
入
場
整
理
券

　
世
帯
ご
と
に
郵
送
す
る
封
書
タ
イ

プ
の
入
場
整
理
券
は
６
名
連
記
式
で

す
の
で
、
各
自
切
り
離
し
、
本
人
が

投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
買
い
物
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
・
施
設
に
入
院
、
入

所
中
の
方
や
他
市
区
町
村
に
長
期
滞

在
中
の
方
な
ど
は
不
在
者
投
票
で
き

ま
す
。

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、「
農
業
委
員
」
と
「
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
を
募
集

し
ま
す
。

●
農
業
委
員

【
募
集
定
数
】　
人
（
過
半
数
が
認

13

定
農
業
者
）

【
任
期
】
平
成
　
年
７
月
　
日
～
　

29

20

32

年
７
月
　
日
19

【
職
務
内
容
】
農
地
法
に
関
す
る
許

認
可
業
務
。農
地
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
関
す
る
業
務
。毎
月
の
定
例
総
会

と
現
地
調
査
、研
修
会
へ
の
出
席
な
ど

【
募
集
資
格
】
農
業
に
関
す
る
識
見

が
あ
り
、
農
業
委
員
会
の
職
務
を
適

切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
方

【
報
酬
】
月
額
６
万
円

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

【
募
集
定
数
】　
人
14

【
任
期
】委
嘱
さ
れ
た
日（
平
成
　
年
29

７
月
　
日
以
降
）～
　
年
７
月
　
日

20

32

19

【
職
務
内
容
】
農
地
利
用
の
最
適
化

に
関
す
る
業
務
（
担
当
区
域
内
で
活

動
と
総
会
な
ど
へ
の
出
席
）
①
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
②
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
と
解
消
③
新
規
就
農

の
推
進
な
ど

【
募
集
資
格
】
農
地
利
用
の
最
適
化

推
進
に
熱
意
と
識
見
の
あ
る
方

【
報
酬
】
月
額
５
万
５
千
円

　
応
募
書
類
の
提
出
は
、
各
問
合
せ

窓
口
で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
の
指
定
様

式
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
３
月

１
日
水
か
ら
　
日
金
ま
で
に
必
着
で

31

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
農
政

278
課
、
あ
る
い
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
郵
送
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
農
業
委
員
は
農
政
課
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
農
業

委
員
会
事
務
局
　

－

農
業
委
員
と

　 農
地
利
用
最
適
化

推
　
進
 
委
員
を
募
集

◆
重
度
の
身
体
障
が
い
者
な
ど

　
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
障
が
い

の
内
容
が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

方
や
、
介
護
保
険
で
要
介
護
５
の
方

は
、
自
宅
で
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
方
は
、
申
請
後
に
、

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
す
。

　
新
た
に
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

手
続
き
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
公
報

　
候
補
者
の
氏
名
、経
歴
、抱
負
な
ど

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
は
、３
月
　
日
16

木
に
朝
日
・
産
経
・
千
葉
日
報
・
東
京
・

日
本
経
済
・
毎
日
・
読
売
の
各
新
聞
に

折
り
込
ん
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。い

ず
れ
の
新
聞
も
購
読
し
て
い
な
い
場

合
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

（
す
で
に
連
絡
済
み
の
方
は
除
く
）。　

　
ま
た
、市
内
各
駅
や
公
民
館
な
ど

に
も
公
報
ボ
ッ
ク
ス
に
選
挙
公
報
を

用
意
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

期
日
前
投
票
所

市
役
所
２
階
中
会
議
室

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
４
階

（
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
集
会
室
第
３
）

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
１
階
期
日
前
投
票
所

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
１
階
期
日
前
投
票
所

期
　
間

３
月
　
日
金
　

10

　
　
～
　
日
土

25

３
月
　
日
日

19

３
月
　
日
月
　

20

　
　
～
　
日
金

24

３
月
　
日
土

25

投
票
時
間

 ８
時
　
分
３０

　
   ～
　
時
２０

 ８
時
　
分
30

　
   ～
　
時
２０

 　
時
　
　

１０　
   ～
　
時
２０

 ８
時
　
分
30

　
   ～
　
時
２０

※投票所ごとで投票期間・時間が
異なります

■期日前投票所の投票期間・時間



漁

　
毎
年
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

は
、
引
っ
越
し
や
転
勤
な
ど
で
、
市

役
所
本
庁
舎
の
市
民
課
窓
口
が
大
変

（
 
）夜
間
と
日
曜
日
も

    本
庁
舎
市
民
課
窓
口
の
利
用
を

　
　
～
住
民
票
な
ど
の
交
付
は
お
近
く
の
支
所
や
出
張
所
で
も
～

火
曜

木
曜

３月・４月は
窓口が混雑

混
雑
し
て
、
お
待
ち
い
た
だ
く
時
間

が
長
く
な
る
こ
と
が
多
く
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

（
抄
本
）や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
内
転
居
、
他
市
や
他
機

関
へ
の
照
会
が
必
要
と
な
る
転
入
や

転
出
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
な

ど
、
取
り
扱
え
な
い
業
務
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

一
部
の
公
民
館
や
郵
便
局
で
　
　
も 

住
民
票
な
ど
を
交
付

　
関
宿
・
二
川
・
木
間
ケ
瀬
の
各
公

民
館
で
は
、
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で

30

17

15

（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
祝
日
の
翌

日
を
除
く
）、
ま
た
、
川
間
・
福
田
・

野
田
目
吹
・
野
田
清
水
・
野
田
イ
オ

ン
の
各
郵
便
局
で
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
９
時
か
ら
　
時
ま
で
、

16

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
全
部
事
項

証
明（
謄
本
）・
個
人
事
項
証
明
（
抄

本
）、印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
転
入
や
転
出
、
転
居
な
ど

の
届
出
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
市
民

課
以
外
に
、
関
宿
支
所
や
北
・
中
央
・

南
の
各
出
張
所
で
も
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
本
庁
舎
の
市
民
課
よ
り

混
雑
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
課

　
市
で
は
、
共
働
き
の
世
帯
の
増
加

や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
に
合
わ

せ
、
本
庁
舎
の
市
民
課
窓
口
業
務
を

平
日
の
火
曜
日
と
木
曜
日
は
　
時
ま

20

で
延
長
す
る
と
と
も
に
、
日
曜
日
も

８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
開
設

30

17

15

し
て
い
ま
す
。

　
日
曜
日
と
火
・
木
曜
日
の
時
間
延

長
時
の
業
務
は
、
住
民
票
の
写
し
だ

け
で
な
く
、
戸
籍
・
除
籍
の
全
部
事

項
証
明（
謄
本
）・
個
人
事
項
証
明
書

川間・福田・野田目吹・野田清水・
野田イオンの各郵便局関宿・二川・木間ケ瀬の各公民館施設名と取扱時間

（祝日・年末年始を
除く）

　業　務　名
月～金
９時～１６時

火～金
８時３０分～１７時１５分

（月が祝日の場合は火を除く）
○

申請者及び申請者と同一世帯のみ○住民票の写しの交付

○
申請者と同一戸籍のみ

○
申請者と同一戸籍のみ戸籍謄抄本の交付

○
申請者のみ○印鑑登録証明書の交付

■公民館や郵便局の取扱業務一覧

■施設別の市民課取扱業務一覧
北出張所
中央出張所
南出張所

関宿支所市民課
施設名と取扱時間
（祝日・年末年始を除く）

　　業　　務　　名

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金・日
８時３０分～　　
　　１７時１５分

（火・木は２０時まで）

住民票の写しの交付、住民票記載事項証明
書の交付、戸籍・除籍の全部事項証明書（謄
本）・個人事項証明（抄本）の交付、戸籍の附
票の写しの交付、印鑑登録証明書の交付、
印鑑登録証（カード）の交付や印鑑登録証亡
失届、廃止の受付、届出受理証明の交付、身
分証明書の交付、届書記載事項証明の交付、
死体・死胎・改葬遺骨埋火葬許可証の発行、
火葬場・式場等使用の受付と許可証の発行

年金の証明（生存の確認等）、住所証明
（軽自動車）、不在住・不在籍証明、改
葬許可証明、無料証明（合併に関する
住居表示・区画表示変更）、無料証明
（出産一時金申請の証明）

諸
証
明
の
交
付

取り扱って
いません　

月～金
８時３０分～
１７時１５分

自動車の臨時運行許可証の発行等

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金・日
８時３０分～１７時１５分
（火・木１７時１５分～
２０時は受付のみ）

出生・死亡・婚姻・離婚・養子縁組・転籍
など戸籍に関する届出

月～金
８時３０分～　　
　　１７時１５分

住民異動届（転入・転居・転出・世帯変更等）
の受付、住民票の写しの広域交付（住民基
本台帳ネットワークシステム）

取り扱って
いません　

月～金
８時３０分～
１７時１５分

（１２時～１３時除く）

月～金
８時３０分～　　
　　１７時１５分

マイナンバー（個人番号）カードの交付

取り扱って
いません　

月～金
８時３０分～　　
　　１７時１５分

住民票の一部の写しの閲覧、住民基本台帳
事務における支援措置申出の受付、特別永
住者証明書の交付、公的個人認証に関する
電子証明書の交付



員
の
給
与
、
民
間
企
業
従
業
員
の
給

与
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
決

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
野
田
市
職
員
の
給
与
は
、
こ
の
趣

旨
に
基
づ
い
て
、
国
家
公
務
員
給
与

の
人
事
院
勧
告
や
他
の
地
方
公
共
団

体
の
職
員
の
給
与
な
ど
を
考
慮
し
て
、

市
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
野
田
市
職
員
の
給
与
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
、
市
役
所

３
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
と
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

◆
給
与
の
状
況

○
給
与
の
し
く
み

　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
地
方
公

務
員
法
に
よ
り
、
一
般
家
庭
の
生
計

費
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職

平
成
　
年
度

２８
　
市
職
員
の
給
与
を
公
表

○
人
件
費（
　
年
度
普
通
会
計
決
算
）

２７

○
職
員
給
与
費（
　
年
度
普
通
会
計
決
算
）

２７

　１５５,２９５人住民基本台帳人口 
（H２８.１.１）

４９,８２５,９４６千円歳 出 額
（A）

１,９８６,５１８千円実 質 収 支

８,４１５,６５１千円人 件 費
（B）

１６.９%人件費比率
（B/A）

９３６人職員数（A）

３,８５１,１６０千円給　料給
　
　
与
　
　
費

８５７,９５０千円職員手当

１,５０８,８１２千円期末・勤勉手当

６,２１７,９２２千円計（B）

６,６４３千円１人当たり給与費 
（B/A）

（
注
）職
員
手
当
に
は
退
職
手
当
を
含
み
ま
せ

ん
。職
員
数
は
、　
年
４
月
１
日
現
在
で
す
。

２７

（
注
）人
件
費
と
は
、
職
員
に
支
給
さ
れ
た

給
与
、
退
職
手
当
、
共
済
組
合
事
業
主
負

担
金
、
公
務
災
害
補
償
基
金
負
担
金
、
特

別
職
に
支
給
さ
れ
た
給
料
な
ど
の
総
額
を

い
い
ま
す
。
な
お
、　
年
度
の
人
件
費
比

２６

率
は
、　
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

１７

　
普
通
会
計
と
は
、
水
道
、
下
水
道
、
介

護
保
険
事
業
な
ど
の
独
立
採
算
制
を
原
則

と
す
る
会
計
以
外
の
会
計
を
い
い
ま
す
。

　
実
質
収
支
と
は
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
と
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

控
除
し
た
額
を
い
い
ま
す
。

○
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家

公
務
員
の
給
与
水
準（
地
域
手
当
を
除

く
）を
　
と
し
た
場
合
の
、地
方
公
務

１００

員
の
給
与
水
準
を
示
し
た
も
の
で
す
。

（
注
）国
家
公
務
員
減
額
前
は
、国
家
公
務

員
給
与
の
時
限
的
減
額
措
置
が
無
い
場
合

の
値
で
、こ
の
減
額
措
置
は
　
年
度
末
で

２５

終
了
し
ま
し
た
。

　
地
域
手
当
と
は
、民
間
給
与
の
高
い
地
域

に
勤
務
す
る
職
員
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、

支
給
率
は
国
が
３
パ
ー
セ
ン
ト
～
　
パ
ー
セ

２０

ン
ト
の
７
段
階
に
定
め
て
い
ま
す（
野
田
市
・

流
山
市
＝
　
年
度
ま
で
３
パ
ー
セ
ン
ト
、　

２６

２７

年
度
は
４
パ
ー
セ
ン
ト
、　
年
度
よ
り
６
パ

２８

ー
セ
ン
ト
、
柏
市
＝
６
パ
ー
セ
ン
ト
）。

　
各
自
治
体
に
お
け
る
国
家
公
務
員
の
給

与
水
準
と
の
比
較
は
、地
域
手
当
補
正
後

の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
比
較
す
る
こ
と

で
、正
確
な
給
与
水
準
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

２８　年　度２７　年　度２６　年　度２５　年　度区　　　　　分
９９.９１００.７１００.７１０９.１野　　田　　市
９９.９－１００.７－１００.７－１００.８１００.８地域手当補正後国家公務員減額前

１０１.９１０１.８１０１.８１１０.１柏　　市
１０１.９－１０１.８－１０１.８－１０２.２１０１.７地域手当補正後国家公務員減額前

１０１.４１０１.１１００.０１０７.８流　　山　　市
１０２.４－１０４.０－１０３.９－１０３.５９９．６地域手当補正後国家公務員減額前

１００.６１００.５１０１.３１０９.７千　　葉　　県
９８.９－９９.６－１００.６－－１０１.４地域手当補正後国家公務員減額前

○
初
任
給

　
　
年
４
月
１
日
現
在
、
学
校
卒
業

28
後
直
ち
に
採
用
さ
れ
た
場
合
の
初
任

給
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

国千葉県野田市区　分

Ⅱ種 １７６,７００円Ⅰ種 １８１,２００円１８３,３００円１８３,３００円大学卒
一 般
行 政 職

１４４,６００円１４９,０００円１５１,７００円高校卒

１４６,７００円１５１,２００円高校卒
技 能
労 務 職

１３４,０００円１３７,３００円中学卒

（
注
）技
能
労
務
職
の
初
任
給
は
、
職
種
に

よ
り
異
な
る
た
め
、
全
て
の
職
種
の
平
均

値
で
す
。

○
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

　
①
一
般
行
政
職
の
給
料
表
を
、国
の

見
直
し
内
容
を
踏
ま
え
、平
均
３
・
　32

パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ（
激
減
緩
和
措

置
あ
り
）。　
年
４
月
１
日
よ
り
実
施
。

27

②
地
域
手
当
は
、国
基
準
６
パ
ー
セ
ン

ト
に
対
し
、野
田
市
も
６
パ
ー
セ
ン
ト

を
支
給
。　
年
４
月
１
日
よ
り
実
施
。

28

平均給与月額(国ベース）平均給与月額 平均給料月額平均年齢区　　分
３８６,３９１円４１６,７８４円３３８,０６２円４３.８歳野田市一

 般
 行
 政
 職

―４１３,１１１円３２０,９３９円４１.９歳千葉県
４１０,９８４円―３３１,８１６円４３.６歳国
３６２,０８１円４０５,５２８円３１２,５２５円４１.０歳柏市
３８０,４５５円４２１,１６４円３２４,３２９円４２.３歳流山市
３９７,２６０円４１９,９９４円３５８,６７７円５３.１歳野田市技

 能
 労
 務
 職

―３８４,０７５円３２２,６９３円５２.９歳千葉県
３２９,３５８円―２８７,４４７円５０.４歳国
３５６,７４７円３８３,００５円３２２,５６７円５２.９歳柏市
３４６,２６３円３６６,１８０円３１１,０５９円５０.１歳流山市

○
職
種
別
の
平
均
年
齢
・
平
均
給
料
月
額
・

（
注
）平
均
給
料
月
額
と
は
、　
年
４
月
１

２８

日
現
在
の
職
種
ご
と
の
職
員
の
基
本
給
の

平
均
で
、平
均
給
与
月
額
と
は
、給
料
月
額

と
毎
月
支
払
わ
れ
る
扶
養
手
当
、地
域
手

当
、住
居
手
当
、時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の

す
べ
て
の
諸
手
当
の
額
を
合
計
し
た
も
の

で
、
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
で
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、平
均
給
与
月
額（
国
ベ
ー
ス
）は
、

国
家
公
務
員
の
平
均
給
与
月
額
に
は
時
間

外
勤
務
手
当
や
特
殊
勤
務
手
当
な
ど
の
手

当
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
野
田

市
と
の
比
較
の
た
め
国
家
公
務
員
と
同
じ

ベ
ー
ス
で
再
計
算
し
た
も
の
で
す
。

○
昇
給
へ
の
勤
務
成
績
の
反
映

　
　
年
度
は
未
実
施
で
す
。

27

平
均
給
与
月
額（
　
年
４
月
１
日
現
在
）

２８

禦



○
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数

　
　
年
４
月
１
日
現
在
、
一
般
行
政

28
職
の
級
別
職
員
数
の
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

計

８級７級６級５級４級３級２級１級区　分

局長
部長

次長
参事

課長
主幹

課長補 佐
副 主 幹

係長
主査

主任主事
主任技師

主事
技師

主事補
技師補

標 準 的 な
職 務 内 容

５６１人１４人１４人５０人５９人９６人２３０人６１人３７人職　員　数

１００.０％２.５％２.５％８.９％１０.５％１７.１％４１.０％１０.９％６.６％構　成　比

１００.０％２.３％２.９％９.２％１１.８％１７.１％４０.０％１１.５％５.２％1年前の構成比参
　
考 １００.０％１.９％４.６％９.５％１１.９％１６.５％４７.５％４.１％４.０％5年前の構成比

（
注
）野
田
市
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表

の
級
区
分
に
よ
る
職
員
数
で
す
。

　
標
準
的
な
職
務
内
容
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
級
に
該
当
す
る
代
表
的
な
職
務
で
す
。

◆
職
員
に
支
給
す
る
主
な
手
当

国県野田市区分
１人当たり平均支給額
（２７年度）１,５８９千円期

末
手
当
・
勤
勉
手
当

（２７年度支給割合）
野田市と同じ

（２７年度支給割合）
野田市と同じ

（２７年度支給割合）
期末手当：２.６０月分
勤勉手当：１.６０月分

（加算措置の状況）
職制上の段階・職務の級
などによる加算措置
役職加算＝５％～２０％
管理職加算＝１０％～２５％

（加算措置の状況）
職制上の段階・職務の級
などによる加算措置
役職加算＝５％～２０％
管理職加算＝１５％・２５％

（加算措置の状況）
職制上の段階・職務の級
などによる加算措置
役職加算＝５％～２０％

（
参
考
）勤
勉
手
当
へ
の
勤
務
成
績
の

反
映（
一
般
行
政
職
）　
試
行
中
の
た

め
、５
級
～
８
級
の
職
員
で
勤
務
成
績

が
特
に
優
秀
な
者（
各
級
の
３
割
程
度
）

の
み
、成
績
率
を
加
算
し
て
い
ま
す
。

野田市支給実績
（２７年度決算）国野田市区分

・支給実績
 １２０,７７５千円

・支給職員１人当た
りの平均支給年額

２４２,０３４円

野田市と同じ

・配偶者  １３,０００円
・配偶者以外　
　　　 １人６,５００円
(１６歳～２２歳までの子
　１人５,０００円加算)

扶
養
手
当

・支給実績　
６５,８９３千円

・支給職員１人当た
りの平均支給年額

１０９,８２１円

・借家の場合
　野田市と同じ

・自宅の場合
　　　　なし

・借家の場合（家賃
１２,０００円を超える場
合に限る）家賃の額
に応じて２７,０００円を
限度に支給
・自宅の場合　４,０００円

住
居
手
当

・支給実績
６８,８８２千円

・支給職員１人当た
りの平均支給年額

７９,６３２円

・交通機関を利用の
場合　　　　
　野田市と同じ

・乗用車などを使用
する場合　使用距離
に応じて２,０００円～
３１,６００円を支給

・交通機関を利用の
場合　６か月定期券
などの価額による一
括支給、１月当たり
５５,０００円まで全額支給
・乗用車などを使用
する場合　使用距離
に応じて２,５００円～
３１,６００円を支給

通
勤
手
当

・支給実績 
１１２,９２５千円

・支給職員１人当た
　りの平均支給年額

５６４,６２４円

・管理または監督の地
位にある職員に支給

職員の級や区分に応じ
て４６,３００円～１３９,３００円
を支給

・管理または監督の地
位にある職員に支給

職員の級や区分に応じ
て３４,８００円～８８,０００円
を支給

管
理
職
手
当

２１６,４１７千円 
（２７年度決算）支給実績地

域
手
当
（
　
年
４
月
１
日
現
在
）

２８

２１３,４２９円 
（２７年度決算）

支給職員
１人当たり
平均支給年額

野田市
（市内全域）支給対象地域

６％支 給 率

1,０２０人支給対象職
員数

６％国の制度

２７７,９７４千円支給実績

２６年度
（決算）

時
　
間
　
外
　
勤
　
務
　
手
　
当

３３５千円
職員１人
当たりの
平均支給年額

２３７,２１０千円支給実績

２７年度
（決算） ２９４千円

職員１人
当たりの
平均支給年額

○
特
別
職
の
報
酬
な
ど

　
　
年
４
月
１
日
現
在
の
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

28給　料　月　額　な　ど区 　　　分

流山市柏　市野田市

給料 ９２６,５００円９５５,０００円９７２,０００円市　長

８００,０００円７８５,０００円８３１,０００円副市長

５４７,９００円６６３,０００円５４７,０００円議　長

報酬 ４８８,１００円５９３,０００円４９２,０００円副議長

４５８,２５０円５７３,０００円４５０,０００円議　員

４.０５月分４.１０月分４.２０月分市　長

期末
手当

４.０５月分４.１０月分４.２０月分副市長

３.９０月分４.１０月分４.２０月分議　長

３.９０月分４.１０月分４.２０月分副議長

３.９０月分４.１０月分４.２０月分議　員

（支給時期）（１期の手当額）（算定方式）

退職時２０,９９５千円給料月額×
在職月数×０.４５市　長退職

手当
（野田市） 退職時９,９７２千円給料月額×

在職月数×０.２５副市長

国野田市区分

野田市と同じ

（支給率）　
・勤続２０年：自己都合…２０.４４５月分、勧奨・定年…２５.５５６２５月分
・勤続２５年：自己都合…２９.１４５月分、勧奨・定年…３４.５８２５月分
・勤続３５年：自己都合…４１.３２５月分、勧奨・定年…４９.５９月分
・最高限度額：自己都合…４９.５９月分、勧奨・定年…４９.５９月分

退
職
手
当（
　
年
４
月
１
日
現
在
）

２８

・定年前早期
退職特例措置
２%～４５%加算

・定年前早期退職特例措置
　　　　　2%～２０%加算

その他の加算措置

・自己都合        ８,１７３千円
・勧奨・定年　 ２３,４６８千円

１人当たり平均支給額

（
注
）退
職
手
当
の
１
人
当
た
り
平
均
支

給
額
は
、　
年
度
に
退
職
し
た
職
員
に

２７

支
給
し
た
平
均
額
で
す
。

（
注
）退
職
手
当
の「
１
期
の
手
当
額
」は
、
４
月
１
日
現
在
の
給
料
月
額
と
支
給
率
に
基

づ
き
、１
期（
４
年
＝
　
月
）勤
め
た
場
合
に
お
け
る
退
職
手
当
の
見
込
額
で
す
。

４８

　
前
市
長
の
　
年
７
月
４
日
か
ら
　
年
７
月
３
日
ま
で
の
任
期
に
お
け
る
退
職
手
当
は
、

２４

２８

野
田
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
不
支
給
と
し
て
い
ま
す
。

魚



　
市
で
は
、
大
規
模
災
害
や
断
水
事

故
な
ど
に
備
え
、「
災
害
時
協
力
井

戸
」
の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
左
表
の
と
お
り
新
た
に
４
件
を
追

加
登
録
し
、
１
月
　
日
現
在
、
登
録

31

件
数
は
　
件
に
な
り
ま
し
た
。

324

　
所
有
者
の
申
し
出
に
よ
り
所
有
者

名
や
管
理
者
名
を
公
表
し
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
所
在
地
の
入
口
に

は
標
識
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
す
る
際
に
は
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
断
水
時
の
み
所
有
者
の
厚
意
で
提

供
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
所
有
者
の

指
示
に
従
う

〇
所
有
者
の
被
災
状
況
に
よ
り
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

〇
「
飲
用
可
能
」
の
井
戸
も
利
用
者

の
責
任
で
利
用
す
る
。

　
新
た
に
登
録
に
協
力
い
た
だ
け
る

場
合
に
は
、無
料
の
水
質
検
査（
初
回

の
み
）を
行
っ
て
お
り
、登
録
済
み
の

井
戸
を
停
電
時
に
も
利
用
で
き
る
よ

う
、手
動
ポ
ン
プ
の
設
置
や
発
電
機
購

入
の
助
成
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課

市
営
駐
輪
場
の
申
請
は
２
月
　
日
ま
で
に

２４

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
の
利
用
者
も
許
可
の
期
間
は

３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
改
め
て
の
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
報
２
月
１
日
号
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

　
市
営
自
転
車
等
駐
車
場（
駐
輪
場
）

の
平
成
　
年
度
分
定
期
使
用
の
事
前

29

受
付
を
、
２
月
　
日
金
ま
で
、
各
自

24

転
車
等
駐
車
場
の
管
理
人
事
務
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
前
受
付
期
間
中
に
募
集
定
数
を

上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ち

ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
申

　
市
で
は
、「
野
田
市
ポ
イ
捨
て
等
禁

止
及
び
環
境
美
化
を
推
進
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
の
皆

さ
ん
が
環
境
美
化
の
意
識
で
協
力
し
て

空
き
缶
や
吸
い
殻
な
ど
の
散
乱
を
防
ぎ
、

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る

区
域
を
「
環
境
美
化
区
域
」
に
指
定
し

て
い
ま
す
。

　
指
定
し
た
区
域
に
は
、
区
域
を
知
ら

せ
る
看
板
の
支
給
や
不
法
投
棄
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
区
域
は
、
環
境
美
化
運
動
を

実
施
し
て
い
る
区
域
の
廃
棄
物
減
量
等

推
進
員
か
ら
の
申
し
出
を
受
け
て
、
指

定
し
て
い
ま
す
。

  岩
名
一
丁
目
町
内
会
を
指
定

　
市
は
、
岩
名
一
丁
目
町
内
会
の
区
域

を
２
月
１
日
に
環
境
美
化
区
域
に
指
定

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
指
定
は
、
す
で
に
指
定
済
み

の
区
域
に
続
き
９
区
域
目
に
な
り
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

亨

　
現
在
、
市
内
に
は
９
か
所
の
市
民

農
園
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
空

き
区
画
の
あ
る
農
園
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

　
農
園
の
年
間
利
用
料
金
は
、
１
区

画（
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）５
千
円
で
す
。

30
　
１
人
２
区
画
ま
で
で
、
農
家
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
野
菜
や
草
花
の
栽

培
が
で
き
る
た
め
、
初
め
て
の
方
で

も
安
心
し
て
楽
し
め
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接
各

農
園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
農
地
の
所
有
者
で
、
市
民

農
園
の
開
設
を
希
望
す
る
方
は
農
政

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
農
政
課

市
民
農
園
で
野
菜
づ
く
り
と
収
穫
体
験

■募集中の市民農園

名
　
称

キ
ャ
ロ
ッ
ト
農
園

近
藤
農
園

四
季
彩
の
里
農
園

杉
の
子
農
園

ふ
る
さ
と
農
園

又
兵
衛
農
園

大
塚
農
園

須
賀
農
園

所
在
地

五
木
　２７０

目
吹
　３０１

東
金
野
井
　
ほ
か

５６０

岩
名
１
０
０
１
 
１
－

岩
名
　８５０

谷
津
　２５４

山
崎
　８１６

山
崎
　
 
１

８２２
－

申
込
先

〒
　
 
０
０
５
４
五
木
　

２７８

２９１

小
暮
勝
治
☎
７
１
２
３
 
２
２
３
９

－

－

〒
　
 
０
０
０
１
目
吹
　

２７８

３４４

近
藤
 理
 ☎
７
１
２
４
 
３
６
８
９

お
さ
む
－

－

〒
　
 
０
２
３
６
東
金
野
井
　

２７８

５５７

金
子
武
人
☎
　
 
５
５
３
０
 
２
８
２
６

０８０

－

－

－

〒
　
 
０
０
５
５
岩
名
１
０
０
４

２７８
須
田
和
雄
☎
７
１
２
２
 
１
６
９
６

－

－

〒
　
 
０
０
５
５
岩
名
　

２７８

８５５

須
田
清
☎
７
１
２
４
 
３
９
１
０

－

－

〒
　
 
０
０
４
６
谷
津
　
 
２

２７８

２５５

横
川
み
つ
子
☎
　
 
４
１
２
４
 
４
４
５
１

０９０

－

－

－

－

〒
　
 
０
０
２
２
山
崎
　

２７８

８１７

大
塚
倉
造
☎
７
１
２
２
 
６
６
７
６

－

－

〒
　
 
０
０
２
２
山
崎
　
 
１

２７８

８２２

須
賀
尚
人
☎
７
１
２
２
 
６
７
１
１

－

－

－

停電時
の利用

利用区分所有者
・
管理者

井戸の所在地地区
生活雑用水飲用可能

○○※中里５２０川間

○○※目吹１８０９東部

○※山崎１１２３南部

○○※山崎１３８５－１６南部
敬称略。※は非公表。市統計書「大字別世帯数及び人口」に基づく地
区区分

■新たに登録された井戸（１０月１日～１月３１日登録分）

快
適
な
生
活
環
境
へ

　　　９
番
目
の
環
境
美
化
区
域

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

地
域
住
民
の
共
助

　 協
力
井
戸
数
が
　
件
にに
 

３２４区域名No
やまばと会１
春日町第三自治会２
蕃昌区３
桜木自治会４
桜台自治会５
清水第１２すみらんど
自治会６

中根第９自治会７
今上下の１組
自治会８

岩名一丁目町内会９

■環境美化区域

■岩名一丁目町内会の区域図



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
２
月
１
日
に
野
田
市
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、「
ご
み

減
量
施
策
等
の
推
進
に
つ
い
て
（
第

４
次
答
申
）」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
布
枚
数
の

見
直
し
　
　
年
度
の
無
料
交
換
・
有

28

料
販
売
枚
数
の
見
直
し
は
、
年
度
末

ま
で
の
実
績
が
出
た
上
で
、　
年
度

29

に
改
め
て
審
議
し
ま
す
。

２
紙
お
む
つ
対
策
　
福
祉
施
策
と
し

て
行
っ
て
い
る
、紙
お
む
つ
を
常
時
必

要
と
す
る
方
へ
の
指
定
ご
み
袋
無
料

追
加
交
付
を
、次
の
と
お
り
拡
充
し
ま
す
。

①
乳
幼
児
の
対
象
を
、
３
歳
未
満
児

ま
で
拡
充
（
２
歳
児
の
幼
児
に
は
お

む
つ
を
し
て
い
る
場
合
に
限
る
）。

②
乳
幼
児
、里
帰
り
出
産
、障
が
い
者
、

高
齢
者
の
世
帯
に
は
利
便
性
を
考
慮

し
て
、袋
の
大
き
さ
を
　
リ
ッ
ト
ル
か

40

ら
　
リ
ッ
ト
ル
と
し
、枚
数
を
倍
に
。

20
③
障
が
い
者
と
高
齢
者
の
世
帯
へ
の

追
加
交
付
は
、　
年
度
に
再
審
議
。

29

３
食
品
廃
棄
物
の
削
減（
食
品
ロ
ス
）

　
飲
食
店
な
ど
で
捨
て
ら
れ
る
食
べ

残
し
や
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨

て
ら
れ
る
食
品
（
食
品
ロ
ス
）
を
減

ら
す
こ
と
は
、
生
ご
み
の
減
量
に
大

き
な
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
報

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
り
組
み
事

例
を
紹
介
す
る
な
ど
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
市
で
は
答
申
を
受
け
て
、

紙
お
む
つ
対
策
な
ど
を
　
年
度
か
ら

29

実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

　
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３
月

１
日
水
か
ら
７
日
火
ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、

「
火
の
用
心
」を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
　
年
の
市
内
の
火
災
発
生
件

28

数
は
　
件
で
、前
年
に
比
べ
９
件
減
少

52

し
ま
し
た
。
火
災
の
原
因
と
し
て
上

位
だ
っ
た
の
は
、昨
年
と
同
じ
放
火
・

放
火
の
疑
い
　
件
、
た
ば
こ
８
件
に

18

続
き
、ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
の
４
件
で
す
。

◆
工
夫
で
放
火
さ
れ
な
い
環
境
に

　「
放
火
さ
れ
な
い
、放
火
さ
せ
な
い
、

放
火
さ
れ
て
も
被
害
を
大
き
く
さ
せ

な
い
」が
放
火
予
防
の
基
本
で
す
。家

の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い
、夜
間
は
建
物
の
周
囲
や
駐
車
場

を
照
明
で
明
る
く
す
る
、車
や
バ
イ
ク

な
ど
の
カ
バ
ー
は
燃
え
に
く
い
も
の

を
使
う
な
ど
の
対
策
が
効
果
的
で
す
。

◆
た
ば
こ
の
火
の
始
末
は
確
実
に

　
た
ば
こ
の
温
度
は
約
　
度
あ
り
、火

700

種
が
残
っ
た
ま
ま
ご
み
箱
に
捨
て
る

こ
と
や
、寝
た
ば
こ
、屋
外
な
ど
で
の

ポ
イ
捨
て
な
ど
が
火
災
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。た
ば
こ
の
火

は
、自
分
で
確
実
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
　
日
に
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２５

　
防
火
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

２
月
　
日
土
　
時
　
分
か
ら
シ
ョ
ッ

25

13

30

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー・
ノ
ア
店
で
、
啓
発

品
の
配
布
や
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
な

ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
火
災
予
防
運
動
初
日
の
３

月
１
日
水
７
時
に
、
消
防
署
の
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
４

－

高
齢
者
を
狙
っ
た
詐
欺
に
注
意

ご
み
の
減
量
に
向
け

　
来
年
度
か
ら
の
取
り
組
み

1
人
1

1
人
1
人人
がが
生
活
生
活
のの
中中
でで

    　
防
火
防
火
へ
の
へ
の
取
り
組
み

取
り
組
み
をを

享

　
市
で
は
、
野
田
市
駅
西
地
区
と
み

ず
き
四
丁
目
の
一
部
で
の
用
途
地
域

と
防
火
地
域
・
準
防
火
地
域
の
変
更

と
、
野
田
市
駅
西
地
区
地
区
計
画
の

決
定
と
野
田
山
崎
地
区
地
区
計
画
の

変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、案
の
概

要
と
原
案
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】２
月
　
日
日
　
時
～

26

10

正
午
・
市
役
所
２
階
中
会
議
室
１
・
２

◆
縦
覧
と
公
聴
会

【
縦
覧
内
容
】
①
野
田
都
市
計
画
用

途
地
域
の
変
更
、②
野
田
都
市
計
画

防
火
地
域
・
準
防
火
地
域
の
変
更
、③

野
田
都
市
計
画
地
区
計
画（
野
田
市

駅
西
地
区
）の
決
定
と
野
田
都
市
計
画

地
区
計
画（
野
田
山
崎
地
区
）の
変
更

【
縦
覧
場
所
】
都
市
計
画
課

【
縦
覧
期
間
】３
月
３
日
金
～
　
日
金

17

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
土
・
日
含
む
）

30

17

15

◎
３
月
　
日
に
①
②
の
公
聴
会

２５

【
日
時
・
場
所
】
３
月
　
日
土
　
時

25

10

～
正
午
・
市
役
所
５
階
　
・
　
会
議
室

511
512

※
傍
聴
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
、
公
述

の
申
し
出
が
な
い
場
合
は
中
止

【
公
述
の
申
出
方
法
】都
市
計
画
課
で

申
出
書
様
式
な
ど
確
認
の
上
、縦
覧
期

間
中
に
都
市
計
画
課
へ
郵
送
か
直
接

持
参（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎
③
へ
の
意
見
は
意
見
書
で

【
意
見
書
の
提
出
方
法
】
都
市
計
画

課
で
確
認
の
上
、
３
月
３
日
金
～
　24

日
金
に
都
市
計
画
課
へ
郵
送
か
直
接

持
参

※
意
見
の
意
見
書
を
提
出
で
き
る
方
は

区
域
内
の
土
地
所
有
者
か
、
地
上
権
な

ど
を
有
す
る
利
害
関
係
の
あ
る
方
で
す

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課

都
市
計
画
変
更
の
説
明
会
と
原
案
の
縦
覧
な
　

　
ど 

　
市
役
所
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職

員
が
、還
付
金
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現

金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
自
分
は
 騙
 さ
れ
な
い
」
と
思
っ

だ
ま

て
い
て
も
、
知
ら
ぬ
間
に
詐
欺
被
害

に
遭
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
自
分
で
で
き
る
防
犯
対
策
を

①
在
宅
中
も
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、

す
ぐ
に
電
話
に
出
ず
、
ま
ず
相
手
を

確
か
め
て
か
ら
電
話
に
出
る
こ
と
。

※
犯
人
は
音
声
記
録
を
避
け
る
傾
向
に

あ
り
ま
す

②
携
帯
番
号
が
変
わ
っ
た
の
で
登
録

し
直
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
ら
、前

の
番
号
に
必
ず
確
認
の
電
話
を
す
る
。

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課
、
野
田
警

察
署
☎
７
１
２
５
 
０
１
１
０

－

３月１日から
　　７日まで



　
日
の
水

29　
時
～
　

13

15

時
。
全
４

回
。
千
　540

円
。
ラ
ケ

ッ
ト
持

参
。
②
ハ

タ
ヨ
ガ
…

３
月
　
日
～
４
月
　
日
（
３
月
　
日

14

11

21

除
く
）の
火
　
時
～
　
時
。
全
４
回
。

19

20

２
千
　
円
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
持
参
。
い

50

ず
れ
も
　
歳
以
上
。
申
込
み
は
電
話

20

か
往
復
は
が
き（
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・
１
家
族
１
通
）

で
、〒
　
 
０
２
２
５
平
井
　
関
宿

270

401

総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１
９
８
 
８

５
０
０
へ

◆
大
人
の
た
め
の
図
書
館
体
験
講
座

「
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
み

よ
う
！
」　
３
月
　
日
金
　
時
　
分

17

13

30

～
　
時
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
い

15
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）で
。イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
っ
た
本
の
検
索
や
予
約
方

法
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
る
方
。

先
着
５
人
。
申
込
み
は
３
月
1
日
水

か
ら
電
話
か
直
接
、
せ
き
や
ど
図
書

館
☎
７
１
９
８
 
４
９
４
６
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
野
田
野
鳥
同
好
会
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
　
①
　
周
年
企
画
展
「
鳥
・
と
り
・

４０

ト
リ
の
展
覧
会
」
…
２
月
　
日
水
～

22

－

－

－

　
日
日
９
時
～
　
時
（
最
終
日
は
　

26

16

15

時
ま
で
）
興
風
会
館
地
下
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
。
写
真
や
会
員
の
絵
画
作
品
な

ど
。
②
清
水
公
園
探
鳥
会
…
３
月
５

日
日
９
時
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。

正
午
解
散
。
小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）。　
円
。
双
眼
鏡
な

200

ど
観
察
用
具
、
筆
記
具
持
参
。
当
日

会
場
へ
。
問
田
中
☎
７
１
２
３
 
２

８
１
３（
　
時
以
降
）

18

◆
障
が
い
者
雇
用
促
進
・
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
助
成
金
制
度
説
明
会
　
２
月

　
日
水
　
時
～
　
時
　
分
野
田
地
域

22

14

15

30

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。
雇
用
状
況

や
支
援
制
度
、
助
成
制
度
の
解
説
。

申
込
み
は
事
前
に
商
工
観
光
課
へ

◆
フ
ェ
ル
ト
小
物
作
り
　
２
月
　
日
23

木
　
時
～
正
午
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
は

10
つ
ら
つ
・
ゆ
う
み
い
で
。　
円
。
ハ

100

サ
ミ
持
参
。
当
日
会
場
へ
。
問
同
サ

ロ
ン
☎
７
１
９
７
 
２
１
３
３

◆
ど
う
な
る
子
ど
も
の
未
来
　
２
月

　
日
土
　
時
～
　
時
　
分
総
合
福
祉

25

10

12

30

会
館
で
。「
内
部
告
発
者
～
知
ら
れ
ざ

る
苦
悩
」、「
自
衛
隊
の
闇
～
不
正
を

暴
い
た
現
役
自
衛
官
」
を
上
映
。
問

富
村
☎
７
１
２
５
 
４
１
５
３

◆
市
民
会
館
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
　
①

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
「
サ

ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
で
奏
で
る
ク
ラ
シ

ッ
ク
」…
２
月
　
日
土
　
時
～
　
時
。

25

14

15

栗
原
智
子
氏
（
サ
ッ
ク
ス
奏
者
）・
小

－

－－

　
日
障
　
時
～
　
時
中
央
公
民
館

30

17

18

で
。
各
先
着
５
人
。
各
千
円
。
②
大

人
…
３
月
６
日
、　
日
、　
日
の
月

13

27

９
時
～
　
時
中
央
公
民
館
で
。各
先

11

着
３
人
。
各
千
　
円
。
申
込
み
は
い

700

ず
れ
も
２
月
　
日
月
か
ら
鈴
木
☎
　

20

090

 
４
４
３
９
 
４
８
０
３
へ

◆
身
近
な
素
材
で
描
く
「
絵
手
紙
」

楽
習
会
　
３
月
５
日
日
　
時
～
正
午

10

総
合
福
祉
会
館
で
。
先
着
　
人
。　

20

500

円
。
申
込
み
は
２
月
　
日
月
か
ら
前

20

日
ま
で
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
、

〒
　
 
０
０
５
５
岩
名
１
 
　
 
　

278

30

17

野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
百

瀬
思
７
１
２
９
 
６
１
８
４
へ
。
問

渡
邉
☎
　
 
７
８
２
２
 
８
５
１
２

090

◆
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

就
職
活
動
支
援
講
座
　
①
女
性
の
た

め
の
就
職
活
動
支
援
講
座
…
３
月
８

日
水
　
時
～
　
時
。
②
中
高
年
層
向

10

16

け
就
職
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
…
３
月
９
日
木
　
時
～
　
時
。適

10

16

性
診
断
や
履
歴
書
の
作
成
方
法
、
個

別
相
談
な
ど
。各
先
着
　
人
。申
込
み

20

は
２
月
　
日
月
か
ら
商
工
観
光
課
へ

20

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室
　
①
卓
球
教
室
…
３
月
８
日
～

－

－

－

－

－

－

－

－

林
志
摩
子
氏
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）
に
よ

る
「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」
な
ど
。
当
日

会
場
へ
。
②
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
連

続
講
座
「
人
生
　
年
時
代
を
楽
し
く

80

元
気
に
生
き
る
」
…
３
月
４
日
～
　18

日
の
土
　
時
～
　
時
。
全
３
回
。
松

13

16

田
満
江
氏
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
）
に
よ
る
講
座
。
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
２
回
以
上
出
席
で
き
る

方
。
先
着
　
人
。　
円
。
申
込
み
は

20

500

２
月
　
日
月
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

20

で
氏
名
・
連
絡
先
を
 
野
田
文
化
広

場
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
・
思
７

１
２
４
 
６
８
６
６
へ

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田
　
２
月
　
日
26

日
総
合
福
祉
会
館
、
3
月
５
日
日
関

宿
中
央
公
民
館
で
。
い
ず
れ
も
９
時

　
分
～
正
午
。お
も
ち
ゃ
の
修
理
。部

30品
代
は
実
費
負
担
。当
日
会
場
受
付
。

問
小
菅
☎
７
１
２
４
 
１
６
４
７

◆
人
権
出
前
講
座
　
２
月
　
日
日
　

26

13

時
　
分
～
　
時
中
央
公
民
館
で
。明

30

16

石
久
美
氏（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
）に
よ
る「
今
か
ら
考
え
る
悔

い
の
な
い
人
生
の
過
ご
し
方
」。手
話

通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。当
日
会
場
へ
。

問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

◆
野
田
市
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会
　

２
月
　
日
醤
　
時
～
　
時
文
化
会
館

26

14

16

で
。「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
ダ
ン
ス
～
パ
ー

ト
１
」
な
ど
。
当
日
会
場
へ
。
問
倉

持
☎
　
 
３
５
１
４
 
３
５
１
１

090

－

－

－

－

－

講
座
・
講
演
会

◆
国
際
交
流
協
会
平
成
　
年
度
前
期

２９

外
国
語
講
座
　
①
タ
イ
語（
基
礎
）…

鍾
　
時
か
ら
。
②
中
国
語（
初
級
）…

10
火
　
時
か
ら
。
③
韓
国
語（
初
級
）…

13
水
　
時
か
ら
。
④
英
会
話（
初
級
）…

10
水
　
時
か
ら
。
⑤
中
国
語（
入
門
）…

10
水
　
時
か
ら
。
⑥
英
語（
初
級
）…
障

14
　
時
か
ら
。
⑦
英
会
話（
基
礎
）…
障

10　
時
か
ら
。
⑧
韓
国
語（
入
門
）…
障

10　
時
　
分
か
ら
。
い
ず
れ
も
４
～
９

13

30

月
。
各
回
　
分
間
で
総
合
福
祉
会
館

90

な
ど
で
。
各
　
人（
抽
選
）。
①
④
⑦

20

は
全
　
回
、
ほ
か
は
全
　
回
。
①
は

15

18

１
万
１
千
　
円
、
ほ
か
は
1
万
３
千

250

　
円
。
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
。

500申
込
み
は
２
月
　
日
鍾
必
着
で
往
復

28

は
が
き（
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

☎
・
講
座
名
を
明
記
）で
、〒
　
 
８

278

５
５
０
野
田
市
役
所
企
画
調
整
課
内

国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
。問
出
井

☎
　
 
６
８
８
３
 
５
２
１
０

080
◆
習
字
ク
ラ
ブ
　
①
小
・
中
学
生
…

２
月
　
日
、
３
月
　
日
、　
日
、
４

26

12

26

月
２
日
の
醤
９
時
～
　
時
、
３
月
８

10

日
～
　
日
の
鐘
　
時
～
　
時
と
３
月

22

17

18

－

－

－

体をほぐしてリフレッシ体をほぐしてリフレッシュュ

京



　
年
３
月
　
日
。
問
児
童
家
庭
課

30

31

◆
学
童
指
導
員
代
替
　
鉦
～
上
の
８

時
～
　
時
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
時
間
。

19

資
格
不
問
。
時
給
千
　
円
。
申
込
み

110

は
随
時
。
問
児
童
家
庭
課

◆
子
ど
も
館
の
臨
時
職
員
　
火
～
日

の
８
時
　
分
～
　
時
　
分
の
間
の
７

45

17

30

時
間
　
分
。
児
童
厚
生
員
・
保
育
士
・

30

教
諭
資
格
の
い
ず
れ
か
の
所
持
者
。

問
児
童
家
庭
課

◆（
公
財
）興
風
会
育
英
奨
学
生
　
貸

資
金
額
は
月
額
５
万
円
。
卒
業
後
　10

年
間
で
返
済（
無
利
息
）。
千
葉
県
内

に
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
大
学
生
。

要
保
証
人
。
若
干
名
。
面
接
あ
り
。

希
望
者
は
電
話
で
詳
細
を
確
認
の
上
、

所
定
の
応
募
書
類
を
3
月
５
日
日
ま

で
に
同
会
に
送
付
。
問
同
会
☎
７
１

２
２
 
２
１
９
１

－

問
田
中
☎
７
１
２
５
 
６
３
３
３

◆
せ
き
や
ど
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
　
①
せ
き
や
ど
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ

…
３
月
４
日
土
　
時
～
　
時
　
分
。

14

14

40

「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」
や
「
ど

ろ
ぼ
う
が
っ
こ
う
」
を
上
映
。
先
着

　
人
。
②
親
子
で
図
書
館
を
楽
し
も

89う
！
…
３
月
　
日
金
　
時
　
分
～
　

10

10

30

11

時
　
分
。
幼
児
向
け
の
お
す
す
め
本

30
の
紹
介
や
読
み
聞
か
せ
・
工
作
な
ど
。

１
歳
～
３
歳
の
子
と
保
護
者
。
先
着

　
組
。
い
ず
れ
も
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ

10ィ
会
館
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。

申
込
み
は
①
は
当
日
９
時
か
ら
せ
き

や
ど
図
書
館
で
整
理
券
を
配
布
、
②

は
２
月
　
日
水
か
ら
電
話
か
直
接
、

22

せ
き
や
ど
図
書
館
☎
７
１
９
８
 
４

９
４
６
へ

◆
野
田
市
民
室
内
管
弦
楽
団
ふ
れ
あ

－

－

い
コ
ン
サ
ー
ト
　
３
月
５
日
醤
　
時
14

～
　
時
興
風
会
館
で
。
ヴ
ィ
バ
ル
デ

16
ィ
の
「
四
季
」
よ
り
「
春
」
な
ど
。

当
日
会
場
へ
。
問
松
永
☎
　
 
３
５

080

８
５
 
４
８
６
８

◆
七
光
台
会
館
遊
画
会
作
品
展
　
３

月
８
日
鐘
～
　
日
鍾
９
時
～
　
時

14

17

（
初
日
は
正
午
か
ら
、最
終
日
は
　
時
15

ま
で
）市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
油
絵
約
　
点
。
問
鈴
木
☎
７
１

40

２
７
 
１
８
７
５

◆
子
ど
も
館
合
同
行
事
「
ミ
ス
テ
リ

ー
ハ
イ
ク
」　
３
月
　
日
土
９
時
　

25

15

分
総
合
公
園
水
泳
場
前
広
場
集
合
。

正
午
解
散
。
友
だ
ち
と
問
題
を
解
き

な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
。
小
学
４

年
生
～
６
年
生
。
水
筒
、
タ
オ
ル
持

参
。
申
込
み
は
３
月
　
日
土
ま
で

18

（
月
・
火
除
く
）
に
直
接
各
子
ど
も

－

－－

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

館
へ
。
問
中
央
子
ど
も
館
☎
７
１
２

５
 
１
６
７
８

募
　
集

◆
市
内
保
育
所
な
ど
の
一
般
職
非
常

勤
職
員
　
臨
時
保
育
士
（
要
保
育
士

資
格
）・
昼
時
間
帯
勤
務
保
育
士
（
保

育
士
資
格
者
優
先
）・
朝
時
間
保
育
指

導
員
・
長
時
間
保
育
指
導
員
。
試
験

日
は
２
月
　
日
日
。
任
用
期
間
は
原

26

則
４
月
１
日
～
平
成
　
年
３
月
　

30

31

日
。
募
集
要
項
を
確
認
の
上
、
申
し

込
み
は
２
月
　
日
木
ま
で（
土
・
日
除

23

く
）
に
保
育
課
へ

◆
学
童
保
育
所
の
指
導
員
　
月
～
金

は
　
時
　
分
～
　
時
、
土
曜
授
業
日

13

30

19

は
　
時
～
　
時
　
分
、
学
校
休
業
日

11

18

30

は
８
時
～
　
時
　
分
の
間
の
８
時
間
。

18

30

任
用
期
間
は
原
則
４
月
１
日
～
平
成

－

◆
が
ん
哲
学
外
来
＆
メ
デ
ィ
カ
ル
カ

フ
ェ
　
２
月
　
日
日
　
時
～
　
時
商

26

14

16

連
ス
ク
エ
ア
・
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
元

気
で
。
茂
木
康
一
氏
（
埼
玉
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
麻
酔
医
）
に
よ
る
「
痛

み
と
の
付
き
あ
い
方
」
の
講
演
や
お

茶
・
お
菓
子
を
囲
ん
で
参
加
者
で
対

話
。申
込
み
は
事
前
に
高
野
☎
　
 
２

070

１
７
９
 
０
４
５
７
へ

◆
童
謡
の
会
　
２
月
　
日
日
　
時
　

26

13

30

分
～
　
時
　
分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

15

30

ス
ホ
ー
ル
で
。
春
を
呼
ぶ
歌
「
ど
こ

か
で
春
が
」
な
ど
。
資
料
が
必
要
な

方
の
み
　
円
。
問
清
水
☎
７
１
２
２

800

 
３
９
５
１

◆
島
会
館
書
道
作
品
展
　
３
月
１
日

水
～
7
日
火
９
時
～
　
時
（
初
日
は

17

　
時
か
ら
、最
終
日
は
　
時
ま
で
）市

13

14

役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。　
点
。

150 －

－

－

本年の発生件数：７１件　　　 　　前年比（－１７件）
空 き 巣 ４件（－３件）　忍び込み １件（－１件）
ひったくり   ０件（±０件） 自動車盗３件（＋１件）
自転車盗  １０件（－９件）　車上狙い  ９件（－６件）
そ の 他  ４４件（＋１件）

野田警察署管内（平成２９年１月３１日現在の暫定件数）

（人身）

本年の発生件数：３０件     前年比（－８件）
死亡者３人（＋１人）     負傷者３３人（－１０人）
            野田警察署管内（平成２９年１月３１日現在の暫定件数）

１月の発生件数：９件　  ２９年累計（９件）
建物火災４件（４件）　　林野火災１件（１件）
車両火災１件（１件）   そ　の　他３件（３件）

◎社会福祉施設整備基金に諮４４,２００円＝野
田市建築業組合様諮４８,８６２円＝りんどう歌
謡学園様諮５０,０００円＝乾癬ひまわり連絡会
代表天野眞様
◎こぶし園利用者支援に…諮農作業用トラ
クター１台（４５万円相当）＝こぶし園保育
者会様諮油絵２点・ペン画１点＝岩田博様

生ごみ堆肥化装置購入に助成

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

　ごみの減量とリサイクルの推進のため、
生ごみ堆肥化装置の購入に対して助成金の
交付を行っています。市内に住所を有し、
居住している方に加え、平成２８年４月１日
から助成内容を拡充し、市内で事業所を有
している事業者も助成対象としました。
　また、助成金の対象となる装置は、コン
ポストと機械式生ごみ処理機のほかに新た
に密閉式容器と「キエーロ」があります。
できあがった堆肥を草木や樹木の肥料に利
用できるなど、堆肥化装置の利用はごみ減
量とリサイクルに大変有効な手段です。
　助成金は、市内の登録販売店や認定店で
販売している堆肥化装置のみ交付されます。
　助成の給付条件や登録販売店などは「野
田市のごみの出し方・資源の出し方」をご
覧いただくか、清掃計画課に問い合わせて
ください。

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
の
掲
載
を
…「
わ
が
家
の
天

使
」の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

供



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　３月の新規利用者講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　各ルームの利用には、初回のみ本講習会の受講
が必要です。
○トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・毎週月木土…１０時、１５時３０分～
　・５日日…１０時～、１９日日…１５時３０分～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・休館日（６日、１３日、２７日の月、２１日火）以外
　　　　　　　　     …１０時、１５時３０分～
○リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　１日水・４日土、８日水
　　　　…１１時、１３時３０分、１７時、１９時３０分～
※いずれも対象は満１６歳以上。運動のできる服装・室内
　用運動靴・タオルを持参
※月額利用料：市民１,３９０円、市民以外２,０８５円

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

市報のだ　第１２３０号　平成２９年２月１５日号／発行：野田市・☎０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５４,９７３人／男＝７７,９５０人、女＝７７,０２３人／世帯数６６,１２２世帯 （Ｈ２９．２．１現在）

　携帯電話に「有料動画閲覧履歴があるため、
本日中に登録を解除しないと身辺調査及び法
的措置へ移行します」といったメールが届い
た。表示されている連絡先に電話をすると、「支
払わないと裁判になる」と言われ、金銭を請求
されたという相談が寄せられています。

　また、相談窓口をインターネットで検索し、
“無料相談”や“トラブル解決”をうたう窓口に
相談したところ、実際は有料の探偵業者への
依頼になっており、キャンセルしたら高額な
解約料を請求されたというケースもあります。
　身に覚えがない請求には、慌てて業者に連
絡をせず、応じないようにしましょう。
　お困りの際は、消費生活センターに相談し
てください。

有料動画サイトのトラブル解決をうたう業者に注意

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

乱暴な息子に財産を　　
　　残したくないときは

３０歳になる息子は素行が
悪く、先日も私たち親に

乱暴をして大怪我をさせられ
ました。息子に財産を残した
くないのですが、親子の縁を
切ることはできますか。

現在の法律では、血のつ
ながった実親子関係を解

消する方法はありません。
　子どもに財産を相続させた
くない場合、法律上の手段と
して、遺言にその旨を記載す
る方法があります。
　しかしこの場合、子どもは
相続財産のうちで一定の相続
分を「遺留分」として自己の
ために確保することができる

権利があるため、子どもの相
続分を半減させることしかで
きません。子どもの相続分を
なくすには、遺留分を有する
推定相続人（相続が開始した
場合に相続人となるべき者）
の廃除を家庭裁判所に請求す
ることが必要です。
　民法では、「遺留分を有す
る推定相続人が、被相続人に対
して虐待をし、若しくはこれ
に重大な侮辱を加えたとき、
又は推定相続人にその他の著
しい非行があったときは、被
相続人は、その推定相続人の
廃除を家庭裁判所に請求する
ことができる」としています。

Ｑ

Ａ

川本 結  斗 くん ・ 
ゆい と

川本 愛  花 ちゃん
あい か

（H２７.２.２４生・左） （H２２.４.２５生・右）
  田中 優  衣 ちゃん  ・ 

ゆ い

田中 咲 ちゃん   
さき

（H２５.１２.１８生・左）（H２７.１１.１１生・右）
　

　
食
事
を
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
子
ど
も
の
居
場
所

を
作
ろ
う
と
す
る
「
こ
ど
も
食
堂
」
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ
く
っ
く
で
２
月
か
ら

開
設
す
る
の
を
前
に
、

子
ど
も
た
ち
に
体
験
し

て
も
ら
う
フ
ェ
ア
を
七

光
台
会
館
で
開
催
し
た
。

　
賛
同
者
か
ら
は
食
材

も
寄
附
さ
れ
て
お
り
、

実
行
委
員
会
は
正
式
開

設
後
の
利
用
を
呼
び
掛

け
て
い
た
。

食
事
の
場
の
提
供
で

　
地
域
に
子
ど
も
の
居
場
所
を

カレーライスは好評でおかわりする人も

　
里
見
香
奈
女
流
名
人
に
上
田
初
美
女
流
三
段
が
挑

む「
第
　
期
岡
田
美
術
館
杯
女
流
名
人
戦
」の
五
番
勝

43

負
第
３
局
が
関
根
名
人
記
念
館
対
局
室
で
開
催
さ
れ
、

大
盤
解
説
会
に
は
市
内

外
か
ら
　
人
が
参
加
し
た
。

77

　
こ
こ
ま
で
２
連
敗
と

追
い
詰
め
ら
れ
た
里
見

女
流
名
人
。
し
か
し
、

７
戦
６
勝
と
抜
群
の
相

性
の
野
田
で
、
得
意
戦

法
で
完
勝
し
、
念
願
の

１
勝
目
を
つ
か
ん
だ
。

窮
地
の
女
流
名
人

　
野
田
で
起
死
回
生
の
１
勝

両者の迫力に圧倒された対局観戦



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

千
円

【
収
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要
な
方
】

　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、国
民
健
康
保

険
税
、保
育
所
保
育
料
な
ど
の
算
定
資
料

と
な
る
ほ
か
、幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
の
受
給
や
市
営
住
宅
入
居
申
請
な
ど

の
際
に
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

収
入
が
な
い
場
合
で
も
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
内
に
申
告
が
な
い
場
合
、
所
得
証

明
書
な
ど
が
必
要
な
時
に
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

【
必
要
書
類
】
確
定
申
告
の
必
要
書
類

と
同
じ
。
た
だ
し
、
振
込
口
座
の
分
か

る
も
の
は
不
要

◆
確
定
申
告
書
の
受
付

　
給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
を
し
て

い
な
い
方
や
、
年
金
収
入
の
み
の
方
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
な
ど
、
簡
易

な
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の
相
談
（
　28

年
分
の
み
）
は
、
市
主
催
の
申
告
相
談

会
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
株
式
・
土
地
・
建
物
な
ど
の

譲
渡
所
得
の
あ
る
方
、
雑
損
控
除
の
適

用
を
受
け
る
方
、
消
費
税
や
贈
与
税
・

相
続
税
に
該
当
す
る
方
、
申
告
内
容
が

複
雑
な
方
は
、
柏
税
務
署
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
（
記
載
済
み
申
告
書
の
受
け

付
け
は
可
。
た
だ
し
、
内
容
の
確
認
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
）。

【
問
合
せ
】
市
・
県
民
税
の
申
告
は
課
税

課
市
民
税
係
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告

は
柏
税
務
署
☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１

―

　
平
成
　
年
分
の
確
定
申
告
書
の
受
付

28

期
間
は
、
３
月
　
日
水
ま
で
で
す
。

15

　
柏
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
作
成
会

場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
期
間
終
了
間

際
は
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
税
は
、
福
祉
、
教
育
、
道
路
や
公
共

施
設
の
整
備
な
ど
に
必
要
な
財
源
で
す

の
で
、
申
告
の
対
象
に
な
る
方
は
、
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
等
の
確
定
申
告
は
柏
税
務
署
へ

　
所
得
税
等
の
確
定
申
告
期
間
は
、
２

月
　
日
木
か
ら
３
月
　
日
水
ま
で
で
す
。

16

15

　
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
・
納
税
を
さ
れ

ま
す
と
加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
直
接
〒

　
 
８
５
２
２
柏
市
あ
け
ぼ
の
二
丁
目

277１
番
　
号
柏
税
務
署
へ
送
付
し
て
く
だ

30

さ
い
。
控
え
が
必
要
な
方
は
、
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
に
切
手

を
貼
り
、
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
４
月
中
旬
ま
で

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

◆
２
月
　
日
と
　
日
の
日
は
受
付

１９

２６

　
柏
税
務
署
で
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日

―

は
業
務
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
月

　
日
と
　
日
の
日
曜
日
に
限
り
、
所
得

19

26

税
等
・
贈
与
税
・
消
費
税
（
個
人
）
申

告
書
の
申
告
・
相
談
な
ど
の
受
付
を
行

い
ま
す
。

※
国
税
の
領
収
、
電
話
相
談
、
納
税
証
明

書
の
発
行
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

【
必
要
書
類
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
ま
た
は
通
知
カ

ー
ド
と
本
人
確
認
書
類
、
給
与
・
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
原
本
、
報
酬
な

ど
の
支
払
調
書
の
原
本
、生
命
保
険
料
・

地
震（
損
害
）保
険
料
の
控
除
証
明
書
の

原
本
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
な
ど
社

会
保
険
料
の
支
払
額
の
分
か
る
も
の

（
　
年
中
に
納
付
し
た
分
）、国
民
年
金

28
保
険
料
の
控
除
証
明
書（
添
付
が
必
要
）

か
領
収
証
書
の
原
本
、
配
偶
者
特
別
控

除
を
受
け
る
方
は
配
偶
者
の
所
得
が
分

か
る
書
類
、医
療
費
の
領
収
書
の
原
本（
合

計
金
額
を
事
前
に
計
算
）・
保
険
金
な
ど

で
医
療
費
の
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
あ

る
場
合
は
そ
の
金
額
の
分
か
る
書
類
、そ

の
ほ
か
収
入
金
額
や
必
要
経
費
、控
除
金

額
の
分
か
る
書
類
、還
付
金
の
振
込
口
座

の
分
か
る
も
の
、印
鑑
・
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン

◆
復
興
特
別
所
得
税
を
忘
れ
ず
に

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
施
策
に
必
要

市
主
催
の
相
談
会
場
ま
た
は
市
役
所
課

税
課
へ
提
出
（
課
税
課
へ
は
郵
送
可
）

し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
で
提
出
す
る
方
で
、
控
え
が
必

要
な
方
は
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
た

返
信
用
封
筒
に
切
手
を
貼
り
、
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】
中
央
公
民
館
、
関
宿
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
会
館
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）

【
日
程
】
２
月
　
日
木
～
３
月
　
日
水

16

15

（
上
・
醤
を
除
く
）
９
時
～
正
午
と
　13

時
～
　
時
　
分
（
混
雑
状
況
に
よ
り
午

15

30

前
中
に
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

※
中
央
公
民
館
で
は
、
２
月
　
日
と
　
日

１９

２６

の
醤
は
受
付
を
実
施
し
ま
す

【
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
】

　
１
月
１
日
現
在
、
野
田
市
に
住
所
が

あ
る
方
か
、
住
所
は
な
い
が
市
内
に
事

務
所
、
事
業
所
、
家
屋
敷
が
あ
る
方
は
、

次
に
該
当
す
る
場
合
な
ど
を
除
き
、市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
所
得
税
等
の
確
定
申
告
を
す
る
方

◎
給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か
ら
市
に

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

◎
公
的
年
金
収
入
だ
け
で
控
除
の
追
加

が
な
い
方

◎
　
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
次
の
金

28
額
以
下
の
方

①
扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
は
　
万
５

31

千
円

②
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
は
　
万
５
千

31

円
×（
扶
養
親
族
の
数
＋
１
）＋
　
万
９

18

２
月
　
日
か
ら

月
　
日
ま
で
確
定
申
告

１６

１５

 税
の
申
告
の
準
備
は
お
早
め
に

な
財
源
の
確
保
を
目
的
に
、
復
興
特
別

所
得
税
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、
平
成
　25

年
分
か
ら
　
年
分
ま
で
の
確
定
申
告
で

49

は
、所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税（
以

下
「
所
得
税
等
」
と
い
う
）
と
し
て
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
も

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

 ttp://

       

w
w
w
.nta.go.j

 
 
 
         p  ）
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば

税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
申
告
書

や
決
算
書
な
ど
を
ご
自
宅
で
作
成
で
き

ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷

（
白
黒
で
も
可
）
し
て
郵
送
で
も
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
公
的
年
金
等
に
係
る
確
定
申
告

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
　
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金

400
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

　
万
円
以
下
の
場
合
、
所
得
税
等
の
確

20定
申
告
は
不
要
で
す
（
還
付
を
受
け
る

た
め
の
申
告
は
可
）。

　
な
お
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
が
必

要
な
い
場
合
で
も
、
市
・
県
民
税
の
控

除
を
追
加
す
る
場
合
な
ど
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

市
・
県
民
税
申
告
書
の
作
成
相
談
会

　
市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
３
月
　15

日
水
ま
で
に
、
添
付
書
類
と
と
も
に
、



３７４
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

な
が
ら
運
動
の
す
す
め

　
ク
リ
ス
マ
ス
、
正
月
が
終
わ
り
お
な
か
の
出
っ
張

り
が
気
に
な
る
こ
ろ
で
す
。

　
寒
い
と
家
に
こ
も
り
が
ち
で
す
ね
。

　
そ
こ
で
何
か
を
し
な
が
ら
運
動
す
る
こ
と
の
ご
紹

介
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
と
き
は
な
る
べ
く
立
っ
て
（
座

っ
て
い
る
時
間
と
寿
命
は
反
比
例
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
）、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
と
き
は
顔
の
正

面
に
上
げ
て
姿
勢
よ
く
顎
を
引
い
て
、
歩
く
と
き
は

大
股
歩
行
で
手
を
振
っ
て
、
は
基
本
で
す
。

　
ま
た
、
朝
歯
磨
き
を
し
な
が
ら
、
片
足
立
ち
、
さ

ら
に
交
互
に
片
足
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
し
た
り
す
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
運
動
も
い
い
で
す
が
、
歌
謡

番
組
な
ら
一
緒
に
大
き
な
声
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。
肺

機
能
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
友
人
と
歩
い
て
い
る
と
き
は
、
会
話
を
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
１
人
で
歩
い
て
い
る
と
き
は
、
足
し
算
、
掛
け
算
、

割
り
算
を
暗
算
で
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
昨
夜
の
夕
飯
メ
ニ
ュ
ー
を
思
い
出
し
ま

し
ょ
う
。
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
で
も
、
な
が
ら
運
動
を
し
て
い
る
と
き
は
、
転
ば

な
い
よ
う
に
、
車
に
気
を
つ
け
て
ね
。　
（
Ｙ
・
Ｓ
）

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時（毎日）
怯休日急患歯科診療…９時～正午（休日のみ）

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
非
常
に
感
染
力
が
強
く
、

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
と
幅
広
い
年
齢
で
多
く

の
方
が
か
か
る
病
気
で
す
。　

　
　
度
か
ら
　
度
ま
で
の
高
熱
や
発
疹
が
主
な
症
状

39

40

で
、
重
症
化
す
る
と
肺
炎
や
脳
炎
と
い
っ
た
合
併
症

を
引
き
起
こ
し
、
死
亡
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
風
し
ん
は
、「
三
日
は
し
か
」
と
も
呼
ば

れ
、発
熱
、発
疹
、リ
ン
パ
節
腫
脹
を
特
徴
と
し
ま
す
。

　
特
に
妊
娠
初
期
か
ら
中
期
の
妊
婦
が
か
か
る
と
、

胎
児
に
悪
影
響
を
与
え
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
幼
少

時
に
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
な
ど
の
予
防
が
大
切
で
す
。

　
1
歳
児
と
年
長
児
の
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
は
、

接
種
期
限
内
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
早
め

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
に
は
す
で
に
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
紛
失

や
転
入
な
ど
の
場
合
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
期
予
防
接
種
の
対
象
外
の
方
や
接
種
歴

が
な
く
妊
娠
を
予
定
し
て
い
る
方
、
そ
の
周
り
の
家

族
の
方
な
ど
、
希
望
者
は
医
療
機
関
で
、
有
料
で
接

種
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

【
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
】
１
期
…
満
１
歳
～
２

歳
未
満
の
子
／
２
期
…
平
成
　
年
４
月
２
日
～
　
年

22

23

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子（
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
）

【
接
種
期
限
】
１
期
は
２
歳
の
誕
生
日
の
前
日
、
２

期
は
　
年
３
月
　
日
ま
で

29

31

入
園
・
入
学
前
に
予
防
接
種
を

　
３
月
１
日
水
～
３
月
７
日
火
を
「
子
ど
も
予
防
接

種
週
間
」
と
し
て
、
通
常
の
診
療
時
間
に
予
防
接
種

が
受
け
に
く
い
方
を
対
象
に
、
休
日
も
予
防
接
種
や

相
談
を
行
い
ま
す
。

　
入
園
や
入
学
を
控
え
、
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・

破
傷
風
・
ポ
リ
オ
や
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
な
ど
の
予

防
接
種
が
済
ん
で
な
い
方
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
予
防
接
種
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
や
実
施
日
を
事
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

甲
状
腺
超
音
波
検
査
費
用
の
助
成

　
市
は
、
平
成
　
年
に
発
生
し
た
福
島
第
一
原
発
事

23

故
に
よ
る
子
ど
も
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
初
期
被
ば
く

に
対
す
る
健
康
へ
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、
甲
状

腺
超
音
波
検
査
費
用
の
一
部
助
成
を
　
年
　
月
1
日

28

10

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
4
月
1
日
以
降
、甲
状
腺
超
音
波
検
査
の
一
部

29
助
成
の
申
請
受
付
は
、3
月
　
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

21

　
な
お
、
対
象
者
や
助
成
金
額
、
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
3
月
　
日
号
の
健
康
ガ
イ
ド
欄
で
お
知
ら
せ

15

す
る
予
定
で
す
。

が
ん
検
診
の
申
込
み
を
受
付
中

　
市
は
、
過
去
3
年
の
間
に
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ

た
方
と
当
該
年
度
に
　
、　
、　
、　
、　
歳
に
な

20

30

40

50

60

る
方
に
、
対
象
と
な
る
が
ん
検
診
の
受
診
券
を
検
診

時
期
に
合
わ
せ
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
方
や
過
去
の
受
診

か
ら
3
年
以
上
が
経
過
し
、
改
め
て
が
ん
検
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
受
診
の
申
込
み
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・
関
宿
保
健

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
か
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
」
か
ら
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

【
市
で
行
っ
て
い
る
が
ん
検
診
】
胃
が
ん
検
診
、
大

腸
が
ん
検
診
、
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検

診
、
乳
が
ん
検
診
（
年
齢
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
検
診

が
異
な
り
ま
す
）

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

麻
し
ん
風
し
ん
定
期
予
防
接
種
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
対
象
者
は
お
早
め
に

胸子ども支援室（保健セン
タ ー 4 階 ）・☎７１２５－１１３４

怯子ども（妊娠中～１８歳）に関する相談…８時３０分～１７時１５分（平日）
怯母子健康手帳の交付…８時３０分～１７時１５分（平日と毎月第２日曜）



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

中毒
１１０番

　（公財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒
などで起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒
１１０番（３６５日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５
日９時～２１時）＝☎０２９（８５２）９９９９

◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
３
月
４
日
土
・
　
日
土
・
　
日
土
　
時
　
分
～
　
時

１８

２５

１８

３０

２０

　
分
／
木
間
ケ
瀬
公
民
館
＝
　
日
日
　
時
～
　
時
　
分
／
徳
永
俊
太
郎
☎
７
１
２
９
－
７
３
３
８

３０

１２

１３

１５

３０

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…
　
日
・
　
時
間
対
応
／

３６５

２４

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎
　（
　
）９
９
２
２（
無
料
）

０７２
７２６

◎
こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
…
毎
日
夜
間
対
応
／
　
時
～
　
時
／

１９

２２

☎
♯
８
０
０
０（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は
☎
　（
　
）９
９
３
９
）

０４３
２４２

 
＝
外
科
　
 
＝
内
科
　
 
＝
産
婦
人
科

野田健康福祉センタ
ー（野田保健所）の健
康に関する案内
※　HIV抗体（エイズ）検査は、

クラミジア、梅毒、Ｂ型・
Ｃ型肝炎の検査も同時に検
査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談栄養歯科乳幼児健診

両親学級・予防接種

３
月

受付：
９時３０分～１１時３０分
　　

【離乳食講習会】
１３時３０分～１５時３０分

【栄養相談会】
１０時～１６時
（１２時～１３時除く）

【歯科の受付時間】
受付：１０時～１１時
　　  １３時～１４時

（健診は個人通知）
３歳児健康診査は３歳６か月で通知
５歳児健康診査は、幼稚園や保育
所などで健診を受ける機会のない
幼児（申込制）
【両親学級】申し込みは電話で
【ＢＣＧ予防接種】１３時１５分～１３時
４５分

会場：下記会場会場：下記会場会場：下記会場会場：下記会場
ＨＩＶ抗体（エイズ）検査１３時３０分～１４時３０分
（予約制・匿名・無料）※

栄養相談会
（保健センター）水１

両親学級コースⅠ－①
（保健センター）木２

保健センター金３
土４
【昼間】外 ＝川間春日町整形外科小児科クリニック（緯７１２７－６３３３）／内 ＝野田南部診療所（緯７１２１－０１７１）／産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日５ 【夜間】外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／内 ＝急病センター（緯７１２５－１１８８）／産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）
ＢＣＧ予防接種
（関宿保健センター）月６

精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）関宿保健センター栄養相談会

（関宿保健センター）
２歳３か月児歯科相談
（保健センター）火７
２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査
（保健センター）水８
木９

精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）

両親学級コースⅡ
（保健センター）金１０

土１１
【昼間】外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／内 ＝新村医院（緯７１３８－２１０３）／産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）日１２ 【夜間】外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／内 ＝急病センター（緯７１２５－１１８８）／産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）
１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）月１３
１歳６か月児健康診査
（保健センター）火１４

ＨＩＶ抗体（エイズ）検査９時～１０時
（予約制・匿名・無料）※

１歳６か月児健康診査
（保健センター）水１５

島会館離乳食講習会
（保健センター）

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査（関宿保健センター）
両親学級コースⅠ－②（保健センター）木１６
３歳児健康診査
（関宿保健センター）金１７

土１８
【昼間】外 ＝野田中央病院（緯７１２２－６１６１）／内 ＝丹保医院（緯７１２９－３５５７）／産 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）日１９ 【夜間】外 ＝野田中央病院（緯７１２２－６１６１）／内 ＝急病センター（緯７１２５－１１８８）／産 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）
【昼間】外 ＝東葛クリニック野田（緯７１２４－３１０１）／内 ＝小澤医院（緯７１２２－３９８０）／産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）月２０ 【夜間】外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／内 ＝急病センター（緯７１２５－１１８８）／産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）

栄養相談会
（保健センター）

２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）火２１

３か月児健康診査
（保健センター）水２２

七光台会館・谷吉会館両親学級コースⅠ－③
（保健センター）木２３
すくすく（低出生体重児）健康診査
（保健センター）金２４
土２５
【昼間】外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／内 ＝豊泉医院（緯７１２９－３８１３）／産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日２６ 【夜間】外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／内 ＝急病センター（緯７１２５－１１８８）／産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）

月２７
３歳児健康診査
（保健センター）火２８
３歳児健康診査
（保健センター）水２９
５歳児健康診査
（保健センター）木３０

金３１
◎休日当番医の診療時間は、昼間＝９時～１６時、夜間＝１９時～２２時です。休日当番医の診療は、外科・産婦人科・内科（昼間）は各医療機関にて、
内科（夜間）は急病センターで行います。　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/kenko/shinryo/1000348.html）で確認を
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い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー
　

【
譲
り
ま
す
】

品
　
物
　
名

洗
濯
機

ロ
フ
ト
ベ
ッ
ド

ひ
な
人
形

ベ
ビ
ー
バ
ス

お
も
ち
ゃ
の
パ
ソ

コ
ン

積
木

学
習
机
と
椅
子

介
護
用
ベ
ッ
ド

座
卓

破
魔
弓
、
羽
子

板
、
三
月
人
形
、

五
月
人
形

ハ
イ
ア
ン
ド
ロ
ー

チ
ェ
ア
ー

歩
行
器

ト
ラ
ッ
ク
の
ホ
ロ
布

購
入
年

平
成
　
年
 

２２

ご
ろ

平
成
　
年
10

不
明

平
成
　
年
25

不
明

不
明

平
成
元
年

ご
ろ

平
成
　
年
10

不
明

無
料

無
料

無
料

不
明

希
望
金
額

１
万
円

無
料

２
千
円

　
円
500無

料
無
料

５
千
円

無
料

千
円

不
明

不
明

不
明

１
枚
千
円

備
　
　
　
考

東
芝
製
、A
W
 ―
E
　
Ｈ
Ｖ

70

Ｐ
、全
自
動
洗
濯
機
、幅
　
ミ
６００

リ
×
奥
行
　
ミ
リ
×
高
さ
　

５９６

９２５

ミ
リ
、標
準
洗
濯
容
量
７
・
０

キ
ロ
、標
準
水
量
最
大
　
リ
ッ

54

ト
ル
、毛
布
も
洗
え
る
、使
用

期
間
は
３
年
間
く
ら
い

机
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
は
し

ご
付
き
、
木
製

吉
徳
大
光
製
、親
王
飾
り

リ
ッ
チ
ェ
ル
製
、ミ
ッ
フ
ィ
ー

ブ
ラ
ウ
ン
、ワ
ン
・
ツ
ー
バ
ス
、

幅
　
・
５
セ
ン
チ
×
奥
行
　
セ
ン

60

40

チ
×
高
さ
　
セ
ン
チ

21

ト
ミ
ー
製
、
２
台
、
取
扱
説

明
書
付
き
、
英
語
・
ク
イ
ズ

な
ど
で
き
る

ド
イ
ツ
製
、　
ピ
ー
ス
、ケ
ー
ス
入
り

100

取
り
外
し
可
能
な
本
棚
付
き
、
机

…
幅
　
セ
ン
チ
×
奥
行
　
セ
ン
チ

110

65

×
高
さ
　
セ
ン
チ（
調
整
可
能
）、棚

73

…
幅
　
セ
ン
チ
×
高
さ
　
セ
ン
チ

110

60

手
動
式
、上
半
分
起
こ
せ
る
、幅

　
セ
ン
チ
×
奥
行
　
セ
ン
チ
×
高

90

190

さ
　
セ
ン
チ

40
新
品
同
様
、側
面
に
透
か
し
彫

り
あ
り
、幅
　
セ
ン
チ
×
奥
行
　

150

90

セ
ン
チ
×
高
さ
　
セ
ン
チ

34

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り

３
台

２
台

サ
イ
ズ
い
ろ
い
ろ
あ
り

連
　
絡
　
先

五
十
部
☎
　・５
４
０
９・５
９
１
０

080

（
　
時
以
降
）

15栄
木
☎
７
１
２
３
・
０
１
３
２

安
江
☎
７
１
２
２
・
９
１
３
９

土
田
☎
　
・
５
４
３
６
・
４
３
６
６

080

阿
部
☎
７
１
２
４
・
９
７
４
１

（
８
～
　
時
に
連
絡
希
望
）

20

取
り
に
来
ら
れ
る
方

高
木
☎
７
１
２
２
・
５
７
５
４

（
　
時
以
降
ま
た
は
土
・
日
の
連
絡

19希
望
）

運
び
出
し
が
で
き
、取
り
に
来
ら
れ
る
方

盛
田
☎
７
１
２
３
・
４
９
２
７

取
り
に
来
ら
れ
る
方

中
島
☎
　
・
４
５
２
６
・
６
０
８
２

090

取
り
に
来
ら
れ
る
方

鈴
木
☎
７
１
２
６
・
５
７
１
９

（
　
～
　
時
に
連
絡
希
望
）

10

15

取
り
に
来
ら
れ
る
方

坂
本
☎
　
・
８
８
５
９
・
８
８
１
９

090

取
り
に
来
ら
れ
る
方

　
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
申
込
方
法

　
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記
入

し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

清
掃
計
画
課「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ

ー
」係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

祝
日
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収
な
　

　
ど 

◆
ご
み
収
集
＝
３
月
　
日
月
は
通
常
通

20

り
収
集
予
定
で
す

◆
資
源
回
収
＝
３
月
　
日
月
が
回
収
日

20

の
団
体
は
通
常
通
り
回
収
予
定
で
す

○
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時
資
源

回
収
日
時
＝
２
月
　
日
日
、３
月
　
日
日

26

26

―

８
時
　
分
～
　
時
　
分
と
　
時
～
　
時

30

11

30

13

16

※
回
収
場
所
…
再
資
源
化
事
業
協
同
組

合（
西
三
ケ
尾
　
 
２
）、旧
関
宿
ク
リ
ー

410

ン
セ
ン
タ
ー（
古
布
内
１
９
４
０
 
１
）

【
問
合
せ
】  ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８
 
１
０
０
１
／
資
源
回

収
、
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時

資
源
回
収
日
時
は
清
掃
計
画
課

―

―

―

１．胃がん検診
精密検査結果の内訳精密検査

受診者
要精密
検査者受診者

その他進行
胃がん

早期
胃がん異常なし

１８２人４人１人１５人２０２人２１０人８,１３１人

市で２７年度に実施したがん検診の結果をお知らせします。

２．大腸がん検診
精密検査結果の内訳精密検査

受診者
要精密
検査者受診者

その他進行大腸
がん

早期大腸
がん異常なし

９４２人２５人３８人３６８人１,３７３人２,２９１人１８,７８６人

４．子宮がん検診
精密検査結果の内訳精密検査

受診者
要精密
検査者受診者

その他子宮がん異常なし
１２３人４人３８人１６５人１６８人１１,５７５人

５．乳がん検診
精密検査結果の内訳精密検査

受診者
要精密
検査者受診者

その他乳がんの
疑い乳がん異常なし

２５０人８人２５人２１２人４９５人５１５人１２,９１５人

各種がん検診結果平　成
２７年度

３．結核・肺がん検診
精密検査結果の内訳精密検査

受診者
要精密
検査者受診者

その他肺結核肺がん異常なし
１１５人０人５人４３人１６３人１７０人１４,８５８人

品
　
物
　
名

大
型
冷
蔵
庫

食
卓
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子

炊
飯
器

電
子
レ
ン
ジ

食
器
棚

希
望
金
額

無
料

無
料

無
料

無
料

無
料

備
　
　
　
　
考

３
段
タ
イ
プ

４
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
４
脚

５
～
　
合
炊
き

10

製
造
さ
れ
て
５
年
以
内
の
も
の

幅
１
・
７
～
１
・
８
メ
ー
ト
ル
×

高
さ
１
・
７
～
１
・
８
メ
ー
ト
ル

連
　
　
絡
　
　
先

五
十
部
☎
　・５
４
０
９・５
９
１
０

080

（
　
時
以
降
）

15

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

品
　
物
　
名

北
部
中
学
校
制
服
な
ど

手
打
ち
そ
ば
用
麺
切
り

台
な
ど

レ
コ
ー
ド
な
ど

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

電
動
自
転
車

炊
飯
器

電
子
レ
ン
ジ

希
望
金
額

無
料
か
安
価

無
料

無
料

４
千
円

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

備
　
　
　
　
考

女
性
用
、サ
イ
ズ
Ｍ
、制
服
、ジ

ャ
ー
ジ
、鞄

麺
切
り
台
１
個
、麺
棒
１
個

レ
コ
ー
ド
は
1
9
6
0
年
～
1

9
8
0
年
代
の
も
の
、レ
コ
ー
ド

プ
レ
ー
ヤ
ー

使
用
可
能
な
も
の

５
合
炊
き
以
上
、
製
造
さ
れ
て

５
年
以
内
の
も
の
希
望

製
造
さ
れ
て
５
年
以
内
の
も
の
希
望

連
　
　
絡
　
　
先

赤
川
☎
　
・
５
０
３
２
・
０
５
４
５

080

中
川
☎
　
・
５
５
０
０
・
８
９
０
０

070

大
谷
☎
　
・
４
９
１
５
・
０
９
５
０

090

わ
た
べ
☎
７
１
２
４
・
９
３
５
４

（
留
守
番
電
話
に
連
絡
希
望
）

千
葉
☎
　
・
３
０
０
９
・
７
６
８
７

090

相
　
談

◆
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
会
　
３
月
１

日
水
　
時
～
　
時
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

10

15

会
館
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。
相

続
、
会
社
登
記
、
成
年
後
見
、
多
重
債

務
な
ど
。
申
込
み
は
２
月
　
日
月
か
ら

20

前
日
ま
で
に
栗
原
☎
７
１
２
５
 
３
２

２
０
へ

◆
野
田
失
語
症
友
の
会
　
３
月
６
日
月

　
時
　
分
～
　
時
　
分
中
央
公
民
館

13

30

15

30

で
。
言
語
療
法
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７
１

２
９
 
１
６
５
５

―

―
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